
ム ー ズ に な る よ う 、 造 成 高を 約 １ ｍ 下 げ て ほ し い と いう の で す 。 こ れ に は 非 常 に困 っ て し ま い ま し た 。 約

1 0

　
こ の 中 で も 特 に 印 象 に 残

る 、 企 業 局 に お け る 地 域 振興 事 業 に つ い て 振 り 返 り たい と 思 い ま す 。　
茨 城 県 企 業 局 で は 、 水 道

用 水 供 給 事 業 、 工 業 用 水 道事 業 、 地 域 振 興 事 業 の ３ つの 事 業 を 行 っ て お り 、 私 が主 に 担 当 し た 地 域 振 興 事 業で は 、 阿 見 東 部 工 業 団 地 と江 戸 崎 工 業 団 地 の 土 地 造 成事 業 を 実 施 し て お り ま した 。　
ま ず 、 阿 見 東 部 工 業 団 地

に お け る 雪 印 メ グ ミ ル ク ㈱の 立 地 に つ い て お 話 し し ま

　
私 は 昭 和

5 8年 ４ 月 に 県 職

員 と し て 採 用 さ れ 、 本 庁 では 検 査 指 導 課 、  道 路 建 設 課 、道 路 維 持 課 、 企 業 局 施 設 課に 配 属 さ れ 、 出 先 の 事 務 所で は 港 湾 、  道 路 、  河 川 、  海 岸 、土 地 区 画 整 理 、 ダ ム 、 流 域下 水 道 事 業 等 の 様 々 な 仕 事を 担 当 さ せ て い た だ き ま した 。 　
阿 見 東 部 工 業 団 地 の 再 造

成 と 、 江 戸 崎 工 業 団 地 の 造成 に つ い て お 話 し ま す 。

す 。　
雪 印 メ グ ミ ル ク と の 土 地

売 買 契 約 は 、 平 成

2 2年 ７ 月

に 行 わ れ ま し た 。 そ こ に 至る ま で に は 、 渡 邊 局 長 の 陣頭 指 揮 の も と 企 業 誘 致 担 当者 が 企 業 訪 問 や ア ン ケ ー トを 幾 度 と な く 繰 り 返 し ま した 。 そ の 結 果 、 圏 央 道 開 通に よ る 阿 見 東 部 工 業 団 地 の優 位 性 か ら 、 雪 印 メ グ ミ ルク の 工 場 移 転 候 補 地 の 一 つに 認 め ら れ ま し た 。 こ のチ ャ ン ス を 絶 対 に 逃 が さ ぬよ う 、 熱 意 と ス ピ ー ド 感 を持 っ て 交 渉 を 重 ね 、 契 約 締

結 に 至 っ た の で す 。　
こ の 契 約 に 際 し 、 企 業 側

か ら 条 件 と し て 出 さ れ た のは 、 も と も と 雛 壇 式 に ４ 区画 で 造 成 さ れ て い た

1 1・ ４
 

h aの 土 地 を 前 面 道 路 と フ
ラ ッ ト な １ 区 画 に 再 造 成 する こ と で し た 。 再 造 成 に は約

1 0万 ㎥ の 残 土 を 搬 出 す る

必 要 が あ り 、 多 額 の 費 用 を要 す る こ と 、 短 期 間 に 大 量の 土 砂 を 受 け 入 れ る 場 所 の確 保 が 困 難 で あ る こ と 、 土地 の 引 渡 し 期 限 が 平 成

2 2年

1 2月 末 に 設 定 さ れ 、 工 期 が
５ カ 月 し か 確 保 で き な い こと 等 の 理 由 か ら 、 引 き 渡 し期 日 ま で に 工 事 を 完 了 さ せる こ と は 難 し い と 思 わ れ まし た 。　

し か し 、 企 業 誘 致 担 当 者
の こ れ ま で の 苦 労 を 無 駄 に

　
旧 江 戸 崎 町 （ 現 ・ 稲 敷 市 ） の 稲 波 干 拓 地 に は 、 毎

年

1 1月 頃 に な る と

6 0羽 ほ ど の 「 オ オ ヒ シ ク イ 」 が 、

ロ シ ア の カ ム チ ャ ツ カ 半 島 か ら は る ば る や っ て き てい ま し た 。 体 長 約

9 0㎝ 、 く ち ば し の 先 が オ レ ン ジ 色

に な っ て い る の が 特 長 で す 。 こ こ の 水 田 地 帯 を 餌 場と し 、 二 番 穂 や ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ な ど の 食 物 を つ いば ん だ り 、 日 向 ぼ っ こ な ど を し て い る の で す 。 圏 央道 の 都 市 計 画 決 定 に あ た り 、 国 の 天 然 記 念 物 で あ る「 オ オ ヒ シ ク イ 」 に 、 み ん な で か な り 気 を つ か っ たの が 思 い 出 さ れ ま す 。

 （ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

ん と 町 議 会 の 了 解 を 得 て 、町 道 を 廃 道 と し 、 用 地 を 県に 戻 し て も ら っ た 後 、 や っと 造 成 工 事 に 取 り か か る こと が で き た ので す 。　
手 続 き に も

工 事 に も か なり 苦 労 し ま した が 、 短 期 間で 無 事 、 大 区画 に 再 造 成 する こ と が で きま し た 。　
４ 区 画 を １

区 画 に す る 工事 も 無 事 完 了し て 、 い よ いよ 引 渡 し が 見え て き た 頃 、問 題 が 発 生 して し ま い ま した 。 雪 印 メ グミ ル ク が 計 画し て い る 出 入口 部 が 、 町 道と も っ と ス

当 者 が ２ 名 、 現 地 に来 ら れ た 時 の こ と 。区 画 の 南 側 の 緑 地 帯の 杉 の 木 が 「 混 み すぎ 、 育 ち す ぎ で 日 照に 問 題 が あ る 」 と いう の で す 。　
こ れ に は 大 急 ぎ で

対 応 す る 必 要 が あ ると 考 え 、 か な り 広 い面 積 で し た が 、 立 木を １ ／ ３ に 間 伐 し 、小 枝 払 い も し て 木 漏れ 日 が 当 た る よ う に

し ま し た 。 通 常 数 十 日 か かる 仕 事 を 、 ２ 日 間 で 完 了 させ た の で す 。 こ れ で 一 歩 前進 し た と 思 い ま し た 。　
雪 印 メ グ ミ ル ク と 成 約 に

な っ た ４ 区 画 は 、 地 区 内 道路 で す で に 阿 見 町 に 移 管 され て い る 町 道 を 挟 ん で ２ 区画 ず つ に な っ て い ま し た 。こ れ を １ 区 画 に 再 造 成 し なけ れ ば な り ま せ ん 。 町 長 さ

ヤ ー ド の 土 砂 が 十 分 に 有 効活 用 さ れ て い な い と お 聞 きし て お り ま す 。 公 共 事 業 で大 量 の 土 砂 を 使 用 す る 計 画の あ る 自 治 体 の 皆 さ ん は 、是 非 相 談 し て み て は と 思 いま す 。　
ま た 、 江 戸 崎 工 業 団 地 は

オ ー ダ ー メ イ ド 方 式 に よ る土 地 分 譲 を 行 っ て お り 、 区画 割 り 、 造 成 高 さ 、 出 入 口の 場 所 等 に つ い て 、 契 約 締結 前 か ら 企 業 の 担 当 者 と 密に 協 議 を 行 う 必 要 が あ り まし た 。

　 　

　
最 初 に 立 地 し て い た だ い

た ㈱ コ メ リ 茨 城 流 通 セ ンタ ー の 用 地 に つ い て は 、 雨水 排 水 を 考 慮 し 、 土 地 の 高低 差 を 約 ２ ｍ つ け て 粗 造 成を 行 っ て お り ま し た 。　
平 成

2 3年

1 2月 に コ メ リ さ

ん と 契 約 締 結 と な り ま し たが 、 そ の 際 の 条 件 が 、 阿 見東 部 の 雪 印 さ ん と 同 様 に 、
1 0・ ３

 
h aの 広 大 な 土 地 を

全 面 フ ラ ッ ト に 再 造 成 す ると い う も の で し た 。 土 地 の引 渡 し は ３ カ 月 後 と さ れ 、新 た に 計 画 さ れ た １ ２ ０ ０ｍ の 地 区 内 道 路 と 、 約 ８ 万㎥ の 盛 土 工 事 を 同 時 に 完 成さ せ な け れ ば な ら な く な りま し た 。

　
工 事 を 担 当 さ れ た 方 で あ

れ ば 、 こ の 困 難 さ は 十 分 ご理 解 い た だ け る と 思 い ま すが 、 出 来 な い 理 由 を 探 し てい る 暇 な ど あ り ま せ ん で した 。　
再 造 成 工 事 に 必 要 と な る

土 砂 を 早 急 に 確 保 す る とと も に 、 効 率 的 な 工 区 設定 、 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品を 積 極 的 に 活 用 す る な ど して 、 な ん と か 引 渡 し 期 日 に間 に 合 わ せ る こ と が で き まし た 。 工 事 期 間 中 、 近 隣 の高 台 か ら 日 々 現 場 の 進 捗 状況 を 確 認 し て い ま し た が 、
1 0 

h aの 土 地 で 大 型 重 機 が

3 0台 ほ ど 同 時 に 稼 動 し て い
る 様 子 は 、 こ れ ま で の 現 場経 験 の 中 で も 一 番 迫 力 が あり 、 ま さ に 戦 場 の 様 で も あり ま し た 。　

当 時 、 地 域 振 興 事 業 は 私
を 含 め ３ 名 で 工 事 を 担 当 して お り ま し た 。 そ れ ぞ れ が責 任 感 を 持 っ て 業 務 を 遂 行し 、 困 難 な 状 況 に あ っ ても 、 目 標 を 達 成 す る た め に何 が 必 要 か を 考 え 即 座 に 実行 し 、 結 果 を 出 す こ と を 目指 し て お り ま し た 。 渡 邊 局長 の も と で 鍛 え ら れ 、 い い勉 強 の 機 会 に な っ た と 思 って い ま す 。

 

（ 島 津 就 子 ）

を 図 っ た 結 果 、 ギ リ ギ リ では あ り ま し た が 、 引 渡 し 期日 前 に 土 地 を 引 き 渡 す こ とが で き ま し た 。　
次 に 江 戸 崎 工 業 団 地 に つ

い て お 話 し ま す 。　
江 戸 崎 工 業 団 地 は 、 平 成2 1年 度 に 知 事 部 局 か ら 企 業

局 が 事 業 を 引 き 継 ぎ 、 翌

2 2

年 度 に は 造 成 工 事 を 開 始 、平 成

2 3年 ６ 月 か ら 分 譲 を 開

始 し た 工 業 団 地 で す 。　
江 戸 崎 工 業 団 地 周 辺 の 地

域 は 良 質 な 山 砂 の 産 地 で あり 、

5 0年 以 上 前 か ら 採 掘 が

行 わ れ て き ま し た 。 用 地 買収 時 は 、 山 砂 を 採 掘 し た 後の 掘 り 穴 が そ の ま ま の 状 態で あ っ た た め 、 造 成 に あた っ て は 大 量 の 土 砂 を 必 要と し て い ま し た 。　
こ の た め 、 茨 城 県 建 設 技

術 管 理 セ ン タ ー の 協 力 に より 、 受 け 入 れ 型 の 「 江 戸 崎第 ２ ス ト ッ ク ヤ ー ド 」 及 び「 稲 敷 ス ト ッ ク ヤ ー ド 」 を開 設 し 、 周 辺 の 公 共 事 業 から 約

6 0万 ㎥ も の 良 質 な 建 設

発 生 土 を 確 保 す る こ と が でき ま し た 。 こ れ が 早 期 の 分譲 開 始 に 繋 が っ た 大 き な 要因 だ と 考 え て い ま す 。　
現 在 、 建 設 技 術 管 理 セ ン

タ ー が 運 用 す る ス ト ッ ク

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜県 企 業 局 長  ・  企 業 公 社 理 事 長 編 ⑦

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

木 村

　
政 美 （ き む ら

　
ま さ み ）

　
１ ９ ６ ３ 年 １ 月

1 8日 生 ま れ 。

6 1歳 。

8 3年 入 庁 。

三 浜 港 湾 事 務 所 （ 現 ・ 茨 城 港 湾 事 務 所 大 洗 港 区事 業 所 ） に 配 属 。 企 業 局 施 設 課 課 長 補 佐 、 潮 来土 木 事 務 所 河 川 整 備 課 長 、 検 査 指 導 課 課 長 補 佐 、常 総 工 事 事 務 所 次 長 兼 道 路 河 川 整 備 課 長 、 道 路維 持 課 技 佐 を 経 て 、 ２ ０ ２ ３ 年 、 常 陸 太 田 工 事事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。

2 3年 ４ 月 か ら は サ ン

コ ー コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 理 事 を 務 め て い る 。

目 標 達 成 へ 即 座 に 実 行

す る わ け に は い き ま せ ん 。渡 邊 局 長 と と も に 何 度 も 現地 調 査 を 行 っ た 結 果 、 局 長か ら 「 発 想 の 転 換 で 、 思 い切 っ て 前 面 の 道 路 を 嵩 上 げし て は ど う か 」 と ア イ デ アを い た だ き ま し た 。　
す ぐ に 費 用 比 較 や 工 事 工

程 の 検 討 、 道 路 管 理 者 で ある 阿 見 町 と の 協 議 を 行 い まし た 。 前 面 道 路 の ２ ２ ０ ｍ区 間 に お け る 、 最 大 で 約 １ｍ の 道 路 嵩 上 げ 工 事 の 実 施と 、 再 造 成 に 伴 う 残 土 搬 出量 を 最 小 限 に 抑 え た こ と によ り 、 引 渡 し 期 日 ま で に 再造 成 工 事 を 完 成 さ せ る 見 通し が つ き ま し た 。　
工 事 期 間 中 は 、 長 期 間 全

面 通 行 止 め に し な く て は なら ず 、 他 の 立 地 企 業 の ご 理解 と ご 協 力 を 得 な が ら 進 捗

阿 見 東 部 工 業 団 地 と 江 戸 崎 工 業 団 地 の 造 成 に つ い て
～ よ り 使 い や す い 工 業 団 地 を 造 る ～

元 県 企 業 局 長 元 県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 長
（ 当 時 ： 企 業 局 施 設 課 施 設 整 備 グ ル ー プ 主 査 、 課 長 補 佐 ）

渡 邊 一 夫 氏 木 村 政 美 氏×

万 ㎥ の 土 を 持 ち 出 す た め には 、 期 間 も 費 用 も 相 当 かか っ て し ま い ま す 。　
こ こ で 考 え つ い た の が 、

発 想 を 転 換 し 、 逆 に 町 道 を嵩 上 げ し て し ま う 案 で す 。さ っ そ く 町 の 了 解 を 得 て 、工 事 を 実 施 し ま し た 。 お かげ で 工 期 も 短 く 、 費 用 も かな り 抑 え る こ と が で き ま した 。 １ つ の こ と を 成 し 遂 げる に は 、 い く つ も ハ ー ド ルが あ る な と 思 い な が ら も 、み ん な で 頑 張 っ た の で す 。　
次 に 、 江 戸 崎 工 業 団 地 の

造 成 に つ い て で す 。 企 業 局が 知 事 部 局 か ら 引 き 継 い だこ の 団 地 に つ い て は 、 何 度も 現 地 踏 査 を 行 い 、 次 の ４つ の 方 針 を 決 め 、 積 極 的 に行 動 に 移 し ま し た 。　
ま ず １ つ 目 は 、 稲 敷 イ ン

タ ー ア ク セ ス と な る 県 道 江戸 崎 新 利 根 線 バ イ パ ス から 、 直 接 出 入 り で き る 地 区内 道 路 を 新 設 す る こ と 。 これ は 地 盤 も 悪 く 、 か な り 高盛 土 で か つ 急 ぎ 仕 事 だ っ たた め 、 担 当 に は 苦 労 を か けた な と 思 い ま す 。　
次 に 調 整 池 に つ い て は 、

新 設 道 路 と 地 区 界 の 間 の 細長 い 土 地 を 活 用 し 、 早 急 につ く る こ と と し ま し た 。 使え な い 土 地 を 調 整 池 に 活 用で き 、 ま た タ イ ミ ン グ 的 に掘 削 残 土 を 造 成 に 利 用 す るこ と が で き た の で 、 良 か った と 思 い ま した 。　
３ 番 目 は 、

造 成 を ３ 段 階に 分 け 、 ま ずは １ 期 分 と して 造 成 し や すく 分 譲 し や すい 約
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h aを

優 先 整 備 す るこ と 。 こ の 工事 に 合 わ せ て企 業 活 動 を 活発 に 行 い 、 ㈱コ メ リ 茨 城 流通 セ ン タ ー の誘 致 に 繋 が った の で す 。　
最 後 に 、 公

共 残 土 を 活 用し て 極 力 造 成コ ス ト を 抑 える こ と 。 こ れに つ い て は 、

（ 一 財 ） 茨 城 県 建 設 技 術 管理 セ ン タ ー の 協 力 を 得 て 、各 土 木 事 務 所 な ど か ら 公 共残 土 を 搬 入 し た の で す 。 これ は 他 の 工 業 団 地 造 成 で も参 考 に な る 事 例 だ と 思 い ます 。　
い ろ い ろ と 知 恵 を 絞 り 、

立 地 企 業 に と っ て 、 よ り 使い や す い 工 業 団 地 を 造 成 する こ と が 大 切 な の だ と 思 いま し た 。

　
ま ず 、 阿 見 東 部 工 業 団 地

の 再 造 成 に つ い て で す 。 最初 に 雪 印 メ グ ミ ル ク ㈱ の 担

江 戸 崎工 業 団 地

 公 共 残 土 を 搬 入 、  参 考 事 例 に

阿 見 東 部工 業 団 地

 発 想 転 換 で 町 道 嵩 上 げ

▲ 雪 印 メ グ ミ ル ク 阿 見 工 場 （ 阿 見 東 部 工 業 団 地 ）

▲ コ メ リ 茨 城 流 通 セ ン タ ー （ 江 戸 崎 工 業 団 地 ）
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責 任 と 誠 意 で 地 域 社 会 建 設 に 奉 仕 す る

特 定 建 設 業

地 域 開 発 に 貢 献 し た 9 1 年 、 こ れ か ら も 私 た ち の 活 動 が 拡 が り 続 け ま す


